
創業年月
事業年度
定時株主総会
配当

単元株式数
発行済株式総数
お取扱窓口

お問合せ先

明治42年4月（1909年4月）
4月1日から3月31日まで
毎年6月下旬
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
100株
10,684,321株（2024年9月30日現在）

〒601-8002 京都市南区東九条上殿田町48番地2
TEL 075-276-3030　FAX 075-276-3031
https://www.dks-web.co.jp

株主メモ

〒168-8507  東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行(株) 証券代行部
ホームページ　https://www.mizuho-tb.
co.jp/daikou/index.html
フリーダイヤル 0120-288-324
（土・日・祝日を除く9：00 ～ 17：00）
電子提供制度専用ダイヤル 0120-524-324
（土・日・祝日を除く9：00 ～ 17：00）

上記みずほ信託銀行（株）までお問合わせ
ください。

東京証券取引所 プライム市場（証券コード4461）

証券会社等に口座をお持ちの場合、住所変更や
買取請求等株主さまの各種お手続きは、原則と
して口座を開設されている証券会社等経由で
行っていただくこととなりますので、ご利用の証
券会社等へご連絡をお願いいたします。
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別

口座の場合）、みずほ信託銀行（株）にてお取次
いたします。

未払配当金の
お支払

上場取引所

DKSレポート
（統合報告書）
はこちらから

　駅前至近の利便性を活かし、ステークホルダー
の皆さまとの交流を強化しました。最新の設備と
快適なオフィス環境で、働きやすさと機能性を最
大化しています。
　フリースペースのショールームではお客さまと
役員および従業員が交流し、製品紹介や打合せ、懇
親会など多目的に活用しています。従業員専用フ
ロアには緑を取り入れたリフレッシュスペースが
あり、社員同士のコミュニケーションが促進され
ています。モチベーションとパフォーマンスを向
上させ、企業全体の成長を後押しします。

8月1日 京都駅八条口前に新本社を開所しましたTOPICS

新本社外観 植物を囲む席は大人気

懇親会開場としてショールームを活用

株主通信
2024年4月1日から2024年9月30日まで
2025年3月期 中間期

証券コード: 4461

挑 
戦

F E L I Z  1 1 5 Z - F L A G



2025年3月期 中間期 株主通信1 2025年3月期 中間期 株主通信 2

トップインタビュー

てまいります。また、ライフサイエンス事業については黒
字化に目途をつけるべく取り組んでまいります。

研究開発の確度とスピードの向上に向けた
取り組み

　現在、開発している製品のお客さまの使用条件や評価
方法に基づき当社内で評価が行えるよう、評価機器の追
加導入を検討しています。自社で評価を行うことで、市場
やお客さまニーズに応える研究開発の確度とスピードの
向上を実現するとともに、クレームに対するスピーディ
な原因追究と問題解決、さらには提案力の強化にもつな
がります。
　また、お客さまからの情報も重要です。研究所をお客さ
まとの接点として積極的に活用することはもちろん、空い
ているスペースにお客さまとの打合せ後に懇親が図れる
ラウンジを設けることも考えています。お客さまとの交流
を通じて、本音や情報などを共有し、より良い関係性を築

研究開発の確度とスピードの向上を
図り、「こたえる、化学。」を実践して
まいります。

代表取締役社長

くことで、スピードの向上を図りたいと考えています。
　加えて、当社は本部制の組織を敷いておりますが、研究
開発の確度を上げ、スピードを向上するには、各部門の緊
密な連携によるセグメント管理が不可欠です。本部間の
コミュニケーションの活性化を図るための横串機能の強
化にも努め、新規研究テーマの開拓や既存技術を横展開
できる市場の探索を強化してまいります。

企業風土改革への取り組み
　当社は、さまざまな企業風土改革に取り組み始めてい
ます。新本社には社外の方々と交流を図ることができる
場を設けており、新本社を起点に人や技術の交流を通じ
て、新たな価値やイノベーションの創出を目指していま
す。一例として、9月にはパートナー契約を締結したMIG
株式会社と認知症の予防を目指す脳健康VR測定のセミ
ナー※を行いました。当社では、引き続き新本社での脳健
康VR測定サービスを提供していきます。
　また、このスペースでは社員が仕事をしたり会議をした
りすることもできますので、社外の方だけでなく、社員も
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研究開発型企業として研究開発の確度とスピー
ドの向上を図るとともに、新本社を起点に社内
外のネットワークを積極的に構築し、今後の成
長に不可欠な基盤整備に取り組んでまいります。

懇親の場として利用し、交流を深めてもらいたいと思って
います。こういった活動を通じ、社内外のネットワークを
太くし、新たな技術や領域に積極的にチャレンジできる企
業風土の醸成につなげていきたいと考えています。

株主の皆さまへ
　当社は、2024年4月に創業115周年を迎えました。さら
に、その節目の年の8月1日に京都の玄関口に位置する京
都駅前に新本社を開所することができました。これもひ
とえに株主の皆さまをはじめ、関係各位のご支援、ご協力
の賜物と心より感謝申し上げます。
　今後の成長に不可欠な基盤整備を着実に進め、各部門
の連携強化により「こたえる、化学。」を実践し、持続的な
成長を目指してまいります。
　当社の原点である「研究努力」に立ち返って研究開発力
の強化を図るとともに、今後の成長に不可欠な基盤づく
りを着実に進めます。
　株主の皆さまには、より一層のご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

当社グループの現状と
「FELIZ 115」計画実現へ向けて

　「FELIZ 115」の最終年度にあたる2025年3月期上半
期は、とくにハイエンドサーバー向けの電子材料の大幅
な伸長に加え、市況の回復によって販売が好調に推移し
ました。また原材料・エネルギーコストの高騰に伴う製品
への価格転嫁の効果も重なり、予想を上回る業績の回復
が見込まれたため、8月に業績予想を上方修正しました。
　結果的に、2025年3月期上半期は連結ベースで売上高
が35,431百万円（前年同期比21.3%の増加）、営業利益が
2,474百万円（前年同期は449百万円の損失）という業績
になりました。
　「FELIZ 115」計画実現へ向けて、継続して価格転嫁に
取り組むとともに、好調なハイエンドサーバー向けの製
品の増産対応を行ってまいります。不採算部門の縮小・撤
退に加え、付加価値の高い製品開発を進めるとともに、工
場稼働率向上に取り組み、収益改善と競争力強化に努め

※脳健康VR測定に関するリリースはこちらをご参照ください。 https://www.dks-web.co.jp/updata/n_pdf/2024091201.pdf
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国内では、ＩＴ・電子用途、機械・金属
用途、塗料・色材用途は堅調に推移
し、石鹸・洗剤用途は大幅に伸長し
ました。海外では、ゴム・プラスチッ
ク用途、塗料・色材用途は低調に推
移しました。

界面活性剤
事 業

売上高構成比

26.7%

売上高構成比

13.0%

■売上高 ●営業利益
（百万円） 国内では、ビニル系高分子材料はゴム・プラ

スチック用途が堅調に推移し、セルロース系
高分子材料はエネルギー・環境用途が堅調
に推移しました。ショ糖脂肪酸エステルは食
品用途が堅調に推移しました。海外では、
ショ糖脂肪酸エステルは香粧品用途が堅調
に推移し、食品用途は大幅に伸長しました。

■売上高 ●営業利益
（百万円）

事 業

アメニティ材料

公共工事に関連する土木用薬剤は
大きく落ち込みましたが、フロン規
制に関連する環境配慮型の合成潤
滑油は堅調に推移しました。機能性
ウレタンはＩＴ・電子用途が大幅に伸
長しました。

ウレタン材料
事 業

売上高構成比

12.7%

売上高構成比

38.2%

■売上高 ●営業利益
（百万円） 難燃剤はゴム・プラスチック用途が

国内では低調に推移し、海外では大
幅に伸長しました。水系ウレタンは国
内では繊維用途が大幅に伸長しまし
た。光硬化樹脂材料は国内外でＩＴ・
電子用途が大幅に伸長しました。

■売上高 ●営業利益
（百万円）

事 業

機能材料

△482

ディスプレイ用途のイオン液体は堅
調に推移し、太陽電池用途の導電性
ペーストは大幅に伸長しました。

電子デバイス
材料

事 業
売上高構成比

8.9 %

売上高構成比

0.5 %

■売上高 ●営業利益
（百万円） 医薬品添加物や天然素材からの抽

出物の濃縮化、粉末化による健康
食品等の受託事業は堅調に推移し
ました。

■売上高 ●営業利益
（百万円）

事 業

ライフ
サイエンス

24/3月期 25/3月期
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8,809

24/3月期

621

9,467

25/3月期

712      

3,993

24/3月期
75

4,593

25/3月期

473

24/3月期 25/3月期

9,231

△407

13,533

1,983

24/3月期 25/3月期

4,395

△196

4,494

△134

△60 △214
△346

事業セグメントの概況（中間期累計）

売上高
35,431

営業外収益
301

営業外費用
196

特別損失
27

法人税等
679

経常利益
2,579

流動負債
流動資産

固定資産

固定負債

純資産

25,159

28,081

94,537

25,083

92,95694,537

53,614

40,922

92,956

52,535

25/3月期

負債・純資産の部資産の部

連結貸借対照表 （百万円）

連結損益計算書 （百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書 （百万円）

現金及び
現金同等物の
期首残高
15,947

営業活動による
キャッシュ・フロー

3,501

財務活動による
キャッシュ・フロー
△4,372

現金及び
現金同等物の
中間期末残高

14,172

販売費及び
一般管理費
6,250

売上高
29,200

親会社株主に
帰属する
中間純利益営業利益 経常利益

親会社株主に
帰属する
中間純利益

1,256

売上原価
26,706

40,421 41,297 43,096

24,776

投資活動による
キャッシュ・フロー
△997

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

94

営業利益
2,474

25/3月期 中間期

25/3月期24/3月期25/3月期24/3月期
中間期

非支配株主に
帰属する
中間純利益

616

中間期 中間期

40,421 43,096

△478

24/3月期 中間期
△449 △379
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売上高
35,431

営業外収益
301

営業外費用
196

特別損失
27

法人税等
679

経常利益
2,579

流動負債
流動資産

固定資産

固定負債

純資産

25,159

28,081

94,537

25,083

92,95694,537

53,614

40,922

92,956

52,535

25/3月期

負債・純資産の部資産の部

連結貸借対照表 （百万円）

連結損益計算書 （百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書 （百万円）

現金及び
現金同等物の
期首残高
15,947

営業活動による
キャッシュ・フロー

3,501

財務活動による
キャッシュ・フロー
△4,372

現金及び
現金同等物の
中間期末残高

14,172

販売費及び
一般管理費
6,250

売上高
29,200

親会社株主に
帰属する
中間純利益営業利益 経常利益

親会社株主に
帰属する
中間純利益

1,256

売上原価
26,706

40,421 41,297 43,096

24,776

投資活動による
キャッシュ・フロー
△997

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

94

営業利益
2,474

25/3月期 中間期

25/3月期24/3月期25/3月期24/3月期
中間期

非支配株主に
帰属する
中間純利益

616

中間期 中間期

40,421 43,096

△478

24/3月期 中間期
△449 △379

連結財務情報
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5年連続選定
当社は健康経営に優れた企業として経済
産業省と東京証券取引所が共同で取り
組む「健康経営銘柄」に5年連続選定され
ました。

7年連続最高ランク取得
当社は日本政策投資銀行の「DBJ健康経
営(ヘルスマネジメント)格付」において7年
連続「従業員の健康配慮への取り組みが
特に優れている」と評価されました。

従業員の健康を維持・増進することで会社の生産性向上を、ひいては企業価値の向上を目指します。
この取り組みは、担当役員の出席する会議体において結果の報告とそれに基づき策定された計画の承認を得ています。

　当社では人事制度および評価制度再構築の一環として、前期から新たな表彰制度を導入し、2024年6月
に新制度に基づく業績表彰式を開催しました。
　受賞者だけでなく非受賞者も巻き込むことで、モチベーションの相互創発を図り、継続して成果の創出
を促す仕組みです。今後はこれらの取り組みをさらに改善し、浸透させていきます。全社員が相互に称賛し
合い、ともに受賞を目指す良好なサイクルを形成し、組織風土変革にもつなげてまいります。

人的資本経営の取り組み

健康経営®への取り組み

挑 戦
Z - F L A G

「健康経営®」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。
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DKS Close-up
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会社概要・株式の状況（2024年9月30日現在）

会社概要
社名 第一工業製薬株式会社

創業 明治42年4月

設立 大正7年8月

資本金 88億9,520万円

従業員数 598名（連結1,141名）

事業所
●本店 ●東京本社 ●四日市工場 千歳地区
●本社 ●名古屋支店 ●四日市工場 霞地区
●研究所 ●九州支店 ●大潟工場

●滋賀工場

大株主一覧
株主名  所有株数（千株） 持株比率（%)

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,298 13.56

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 711 7.43

第一生命保険株式会社 613 6.41

株式会社みずほ銀行 427 4.46

株式会社京都銀行 417 4.35

DKS取引先持株会 395 4.13

朝日生命保険相互会社 339 3.54

第一工業製薬従業員持株会 313 3.28

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG (FE-AC) 179 1.88

野村證券株式会社自己振替口 160 1.68

株主分布状況
株式数比率 株主数比率

金融機関 42.13% 0.48%

個人・その他 24.49% 94.87%

外国法人等 12.57% 2.04%

その他法人 6.16% 1.84%

自己名義株式 10.37% 0.02%

金融商品取引業者 4.28% 0.75%

（注）	1.当社は自己株式を1,108,487株保有しておりますが、上記大株主からは除外して
おります。

	 2.持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

取締役、監査役
役  職 氏  名 役  職 氏  名

代表取締役
会長 坂本 隆司 代表取締役

社長 山路 直貴

取締役 清水 伸二 取締役(社外取締役) 奥山 喜久夫

取締役(社外取締役) 橋本 克己 取締役(社外取締役) 中野 秀代

常勤監査役 大西 英明 常勤監査役 古澤 佳幸

監査役(社外監査役) 髙橋 利忠 監査役(社外監査役) 宮永 雅好

配当金・配当性向の推移
■一株当たり配当金（円）
●配当性向（％）

21/3月期

35.00
（期末）

35.00
（中間）

22/3月期

35.00
（中間）

32.7

23/3月期※

40.00
（期末）

40.00
（中間）

24/3月期

45.00
（期末）

20.00
（中間）

45.00
（期末）

27.8

52.9

32.7
27.8

25/3月期

45.00
（期末予想）

45.00
（中間）

34.534.5

※親会社株主に帰属する当期純損失を計上したため、配当性向は記載しておりません。
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お取扱窓口

お問合せ先

明治42年4月（1909年4月）
4月1日から3月31日まで
毎年6月下旬
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
100株
10,684,321株（2024年9月30日現在）

〒601-8002 京都市南区東九条上殿田町48番地2
TEL 075-276-3030　FAX 075-276-3031
https://www.dks-web.co.jp

株主メモ

〒168-8507  東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行(株) 証券代行部
ホームページ　https://www.mizuho-tb.
co.jp/daikou/index.html
フリーダイヤル 0120-288-324
（土・日・祝日を除く9：00 ～ 17：00）
電子提供制度専用ダイヤル 0120-524-324
（土・日・祝日を除く9：00 ～ 17：00）

上記みずほ信託銀行（株）までお問合わせ
ください。

東京証券取引所 プライム市場（証券コード4461）

証券会社等に口座をお持ちの場合、住所変更や
買取請求等株主さまの各種お手続きは、原則と
して口座を開設されている証券会社等経由で
行っていただくこととなりますので、ご利用の証
券会社等へご連絡をお願いいたします。
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別

口座の場合）、みずほ信託銀行（株）にてお取次
いたします。

未払配当金の
お支払

上場取引所

DKSレポート
（統合報告書）
はこちらから

　駅前至近の利便性を活かし、ステークホルダー
の皆さまとの交流を強化しました。最新の設備と
快適なオフィス環境で、働きやすさと機能性を最
大化しています。
　フリースペースのショールームではお客さまと
役員および従業員が交流し、製品紹介や打合せ、懇
親会など多目的に活用しています。従業員専用フ
ロアには緑を取り入れたリフレッシュスペースが
あり、社員同士のコミュニケーションが促進され
ています。モチベーションとパフォーマンスを向
上させ、企業全体の成長を後押しします。

8月1日 京都駅八条口前に新本社を開所しましたTOPICS

新本社外観 植物を囲む席は大人気

懇親会開場としてショールームを活用

株主通信
2024年4月1日から2024年9月30日まで
2025年3月期 中間期

証券コード: 4461
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